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本
書
は
題
名
が
示
す
通
り
、
著
者
自
ら
が
二
○
一
四
年
十
二
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
行
っ
た

ミ
カ
エ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
へ
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
、
ソ
連
崩
壊
と
い
う
未

曾
有
の
歴
史
的
事
件
の
真
相
、
な
か
で
も
八
月
革
命
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
新
連
邦
条
約
に
ま

つ
わ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
態
度
の
真
相
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
に
企
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
著
者
が
希
望
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
間
は
二
日
に
わ
た
り

合
計
六
時
間
。
し
か
し
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
側
の
都
合
で
わ
ず
か
一
日
、
し
か
も
一
時
間
四
十

五
分
し
か
取
材
が
許
可
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
受
け
、
急
遽

著
者
は
取
材
後
の
調
査
で
不
足
を
補
う
方
法
を
採
用
す
る
。
幸
い
現
役
を
退
い
た
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
、
自
ら
設
立
し
た
財
団
で
、
世
界
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
を
相
手
に
、
政

治
家
と
し
て
の
人
生
や
ロ
シ
ア
の
将
来
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
各
国
語
で
公
開
さ
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
に
は
著
者
が
す
る
つ
も
り
で
い
た
質
問
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ロ

シ
ア
で
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
自
伝
『
ア
フ
タ
ー
ク
レ
ム
リ
ン
』（
未
邦
訳
）
も
出
版
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
。
結
果
、
本
書
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
軸
に
、
著
者
に
よ
る
一
九
九
○
年
モ

ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
生
誕
百
年
記
念
祭
へ
の
参
加
記
録
、
八
月
ク
ー

デ
タ
ー
の
失
敗
後
に
謎
の
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
と
げ
た
ボ
リ
ス
・
プ
ー
ゴ
内
務
大
臣
の
評
伝
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
二
十
五
周
年
記
念
講
演
」
の
翻
訳
な
ど
を

加
え
、
多
角
的
に
ソ
連
崩
壊
の
謎
に
迫
ろ
う
と
す
る
意
欲
作
と
な
っ
た
。

　

誰
も
が
知
る
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
の
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
は
、
一
九
八
六
年
か
ら
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
断
行
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
功
績
な
し
に
は
実
現
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
一

九
九
○
年
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
が
、
そ
の
翌
年
ソ
連
と
い

う
国
家
は
あ
っ
け
な
く
崩
壊
し
て
し
ま
う
。「
熱
烈
な
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
支
持
者
」
で
あ
る
著

者
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
冒
頭
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
、
ゼ
ウ
ス
を
裏
切
っ
て
人
類
に
火
（
文
明
）

を
与
え
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
喩
え
、
教
養
あ
る
元
大
統
領
は
対
話
の
中
で
こ
の
比
喩
を
展

開
し
て
み
せ
る
。
そ
し
て
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
火
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
比
喩
の
真
意
は
、
中
盤
以
降
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
緊
張
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
対
話
へ
と
幸
福
な
変
容
を
と
げ

て
い
く
中
で
、
著
者
は
一
九
七
四
年
の
夏
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
の
ソ
連
に
初
め
て
滞
在
し

た
際
の
「
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
明
る
さ
」
を
語
り
は
じ
め
る
。
期
せ
ず
し
て
聞
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
論
「
リ
ー
ダ
ー
は
次
の
よ
う
な
人
間
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
の
で

き
る
人
。
地
球
規
模
で
物
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
し
た
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
る
人
。」（
一
三
八
頁
）、
極
東
で
の
日
露
関
係
の
将
来
に
つ
い
て
の
見

解
「
一
緒
に
暮
ら
し
て
、
一
緒
に
開
発
す
る
。
大
切
な
の
は
領
土
を
一
緒
に
統
治
し
た
り
、

一
緒
に
開
発
す
る
こ
と
で
す
。」（
一
四
一
頁
）
は
現
代
の
読
者
の
関
心
を
特
に
引
く
だ
ろ

う
。

　

政
治
家
と
し
て
は
善
良
す
ぎ
た
と
言
わ
れ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
文
化
人
に
愛
さ
れ
、

ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
は
、『
時
の
翼
に
の
っ
て
』（
一
九
九
三
）
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を

本
人
役
で
出
演
さ
せ
、
壁
崩
壊
後
の
世
界
を
描
い
た
。
ま
た
二
○
一
六
年
現
在
ハ
リ
ウ
ッ

ド
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
伝
記
映
画
の
制
作
が
進
行
し
て
い
る
と
も
聞
く
。
今
日
誰
も
が
プ
ー

チ
ン
の
ロ
シ
ア
を
語
る
こ
と
に
熱
心
だ
が
、
ソ
連
百
年
の
歴
史
は
二
十
世
紀
の
歴
史
そ
の

も
の
で
も
あ
る
の
だ
。
欧
州
連
合
に
ほ
こ
ろ
び
が
見
え
始
め
て
い
る
今
日
、
ソ
連
と
い
う

史
上
初
の
理
念
先
行
型
国
家
の
百
年
に
わ
た
る
壮
大
な
実
験
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
は
数
知

れ
な
い
だ
ろ
う
。
第
七
章
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
二
十
五
周
年

記
念
講
演
」
で
、
後
半
に
な
る
に
つ
れ
彼
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
「
普
通
の
人
々
」
の

熱
狂
と
歓
声
に
か
き
消
え
去
さ
れ
て
行
く
感
動
的
な
演
説
を
読
む
こ
と
は
、
今
日
な
お
類

い
希
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
る
人
々
の
声
を
耳
の
奥
に
甦
ら
せ
る
の
に
十
分
で
あ
る
。

書 評

亀
山
郁
夫
著

『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
会
い
に
行
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